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毎月19日は食育の日�
「食育の日」は、食育推進運動を継続的に
展開し、食育の一層の定着を図るための
機会として、「食育推進基本計画」により
定められました。�
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青年部通常総会�
第61回�
青年部通常総会�
第61回�

小川　竜樹（当幌支部）�

土井上佳且（武佐支部）�

服部　友和（俣落支部）�

片野　智生（俣落支部）�

阿知波秀晃（開陽支部）�

武田　翔平（俣落支部）�

　
４
月
14
日
、
当
農
協
大
会
議
室
で
第

61
回
中
標
津
町
農
協
青
年
部
通
常
総
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
48
名
で
、

今
回
は
役
員
の
み
の
ス
ー
ツ
着
用
と
し
ま

し
た
。
議
長
に
は
俵
橋
支
部
の
福
嶋
信
博

さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
万
全
の
体
調

で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
ス
ム
ー
ズ

に
総
会
を
進
め
て
下
さ
り
、
全
議
案
は
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
議
事
に
引
き
続
き
40
歳
表
彰
で
は
、

議
長
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
福
嶋
信

博
さ
ん
、
そ
し
て
俣
落
支
部
の
板
橋
匠
さ

ん
と
武
佐
支
部
の
真
野
一
美
さ
ん
（
欠
席

の
た
め
支
部
理
事
が
代
理
）
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
福
嶋
信
博
さ
ん
と
板

橋
匠
さ
ん
か
ら
は
残
る
部
員
へ

向
け
て
励
ま
し
や
温
か
い
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
20

年
度
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
部
員
に
丸
山
小

学
校
と
の
コ
ラ
ボ
事
業
に
大
き

く
貢
献
し
て
く
れ
ま
し
た
武
佐

支
部
の
篠
永
務
さ
ん
が
選
ば
れ

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

新
規
加
入
部
員
に
よ
る
自
己
紹

介
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
も
前
回
同
様
、
多
数
の

出
席
や
事
業
に
対
す
る
質
問
な

ど
あ
り
、
大
変
有
意
義
な
総
会

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。�

　
総
会
終
了
後
、
Ｐ
Ｒ
委
員
会
と

組
織
強
化
委
員
会
の
２
委
員
会
に

よ
る
合
同
委
員
会
を
開
き
、
21
年

度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

昨
年
の
４
委
員
会
体
制
か
ら
２
委

員
会
体
制
と
な
り
、
Ｐ
Ｒ
委
員
会

は
食
農
教
育
班
と
販
売
促
進
班
に

分
か
れ
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

各
委
員
会
が
さ
ら
に
充
実
し
た
活

動
に
な
る
よ
う
部
員
の
皆
さ
ん
頑

張
っ
て
下
さ
い
。�

（
組
織
強
化
委
員
長
　井
上
直
人
）�

Ｐ
Ｒ
委
員
会

Ｐ
Ｒ
委
員
会
は
、
は
、食
農
教
育
班

食

教
育
班
・・
販
売
促
進
班

促
進
班

組
織
強
化
委
員
会

組
織
強

委
員
会
の
２
本
体
制

２
本
体
制
で
新
年
度
展
開

新
年
度
展
開

Ｐ
Ｒ
委
員
会
は
、食
農
教
育
班
・
販
売
促
進
班

組
織
強
化
委
員
会
の
２
本
体
制
で
新
年
度
展
開
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W
i
t
h
y
o
u
〜
食
の
原
点
へ
〜
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
牧
」新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

第58回通常総会

　
第
58
回
目
と
な
る
北
海
道
農
協
青
年

部
協
議
会
の
通
常
総
会
が
４
月
２
日
、

札
幌
の
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
札
幌
で
開
か
れ
、

全
道
各
地
の
盟
友
が
集
ま
り
、
各
議
案

と
も
に
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
当
Ｊ
Ａ
青
年
部
か
ら
は
、
藤
田
副
部

長
と
、
小
沼
大
く
ん
、
舟
橋
祐
太
く
ん

が
代
表
で
参
加
。
根
室
地
区
監
事
の
中

本
信
幸
さ
ん
と
全
道
副
会
長
の
佐
々
木

大
輔
さ
ん
も
Ｊ
Ａ
中
標
津
青
年
部
に
席

を
置
き
ま
す
。�

　
小
沼
く
ん
、
舟
橋
く
ん
は
会
場
の
一
番

前
に
席
を
取
り
気
合
充
分
で
し
た
。
総
会

の
前
に
行
な
わ
れ
た
、
研
修
会
で
は
、
昨

年
の
全
道
総
会
前
の
研
修
会
に
来
て
い
た

だ
く
予
定
で
し
た
が
、
空
の
便
の
運
行
状

況
が
悪
く
到
着
が
間
に
合
わ
ず
、
聞
く
こ

と
が
で
き
ず
、
主
催
者
の
協
議
会
と
し
て
、

そ
の
リ
ベ
ン
ジ
と
な
り
ま
し
た
。
青
年
部

活
動
の
あ
り
方
と
全
国
各
地
の
取
り
組
み

を
「
地
上
」
副
編
集
者
と
い
う
立
場
か
ら

神
薗
太
郎
氏
に
実
例
を
挙
げ
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
Ｊ
Ａ
根
室
青
年
部
が
手
作
り
看

板
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
（
全
国
で
は

全
国
消
費
者
団
体
連
絡
会
賞
受
賞
）、
Ｊ

Ａ
全
青
協
Ｈ
Ｐ
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
Ｊ

Ａ
べ
つ
か
い
青
年
部
が
Ｊ
Ａ
青
年
組
織
の

部
で
Ｈ
Ｐ
大
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。�

　
総
会
議
事
終
了
後
の
挨
拶
で
は
、
20
年

度
役
員
か
ら
ひ
と
言
話
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
青

年
部
か
ら
一
年
間
副
会
長
の
重
責
に
付
い

て
い
た
だ
い
た
佐
々
木
大
輔
副
会
長
か
ら

も
退
任
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
平
成
21
年
度
新
体
制
は
上
川
の
牧
清
隆

会
長
を
中
心
に
、
根
室
か
ら
は
Ｊ
Ａ
道
東

あ
さ
ひ
の
臼
井
貴
之
氏
が
監
事
の
任
に
着

き
ま
し
た
。�

青年部通常総会�
第61回�

北海道農協青年部協議会�

冒頭挨拶する越後会長�

平成21年度体制を力強く牧新会長挨拶�

最前列で気合充分な舟橋、小沼�

退任の挨拶で�

CHALLENGE
～未来につなげる強い農業であるために～
を地区統一スローガンに

臼井会長再任スタート

根室地区農協青年部連絡協議会�

ま
き

　
根
室
地
区
農
協
青
年
部
連
絡
協
議

会
の
第
58
回
通
常
総
会
が
４
月
24

日
に
根
室
農
業
会
館
で
開
か
れ
平
成

20
年
度
収
支
決
算
、
平
成
21
年
度

収
支
予
算
案
、
賦
課
金
徴
収
方
法
、

60
周
年
記
念
に
か
か
る
特
別
徴
収
負

担
金
の
徴
収
案
と
し
て
、
21
年
度
か

ら
23
年
度
ま
で
の
３
カ
年
で
１
盟
友

当
た
り
５
０
０
円
／
年
の
経
費
負
担

を
行
な
う
、
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、

役
員
の
改
選
に
つ
い
て
の
全
６
議
案

が
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
新
役
員
に
つ
い
て
は
会
長
＝
臼
井

貴
之
（
道
東
あ
さ
ひ
）、
副
会
長
に

中
本
信
幸(

中
標
津
）、
鈴
木
直
良
（
計

根
別
）、
監
事
に
猿
谷
忠
義
（
中
春
別
）、

監
事
（
兼
任
）
中
林
誠
司
（
中
標

津
）
と
な
り
ま
し
た
。�

�

　
乳
質
改
善
共
励
会
に
つ
い
て
は
、

達
成
割
合
に
よ
る
序
列
で
中
標
津
は
、

生
菌
数
４
位
、
体
細
胞
で
５
位
と
い

う
順
位
で
し
た
。�

3
3
3
3
3
3
3

Ｐ
Ｒ
委
員
会
は
、食

教
育
班
・

促
進
班

組
織
強

委
員
会
の
２
本
体
制
で
新
年
度
展
開
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　4月17日、ＪＡ中標津大会議室にて、部会員25人出席のもと、ＪＡ中標津食品加工交流
部会の第8回通常総会が行われました。部会員数31人で平成21年度をスタートしました。�

　
松
田
幸
子
部
会
長
か
ら
、「
今
年
度

も
部
会
の
み
な
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、

ク
レ
エ
ま
つ
り
を
初
め
と
し
た
様
々
な

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
私
自
身
も
た
く
さ
ん
学
ぶ
機
会
を

与
え
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
し
て

お
り
ま
す
」
と
挨
拶
。
来
賓
の
Ｊ
Ａ
中

標
津
b
橋
勝
義
組
合
長
よ
り
「
こ
の
１

年
、
部
会
長
を
中
心
に
沢
山
の
活
動
を

展
開
し
て
き
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。
女
性
部
か
ら
の
要
望
に
よ
っ
て
補

助
事
業
を
利
用
し
な
が
ら
建
て
た
交
流

施
設
。
今
年
度
の
印
象
深
い
取
り
組
み

の
あ
ぐ
り
王
国
の
撮
影
協
力
で
は
、
当

日
ま
で
大
変
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
交
流
施
設
を
有
効
利
用
し
な
が

ら
、
多
く
の
地
域
に
Ｊ
Ａ
中
標
津
の
女

性
が
い
き
い
き
活
動
し
て
い
る
こ
と
が

伝
え
ら
れ
た
事
を
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
改
め
て
食
の
原
点
と

感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
、
Ｊ
Ａ
と
加
工

部
会
と
協
力
し
な
が
ら
、
Ｊ
Ａ
事
業
を

進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
色
々

な
場
面
で
交
流
施
設
を
有
効
利
用
し
な

が
ら
の
前
向
き
な
活
動
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
平
成
20
年
度
事
業
と
し
て
、
活
動
成

果
の
発
揮
の
場
、
消
費
者
と
の
交
流
を

通
し
て
地
域
農
業
へ
の
理
解
・
地
産
地

消
推
進
な
ど
の
活
動
と
し
て
、
ラ
ン
チ
バ

イ
キ
ン
グ
と
加
工
品
の
販
売
を
行
っ
た
ク

レ
エ
ま
つ
り
の
他
、
加
工
体
験
の
受
入
や

Ａ
コ
ー
プ
店
内
で
の
試
食
と
レ
シ
ピ
配
布
、

あ
ぐ
り
王
国
の
撮
影
協
力
を
行
っ
た
こ
と
、

部
会
の
グ
ル
ー
プ
活
動
の
活
性
化
を
目
的

に
グ
ル
ー
プ
間
の
交
流
の
機
会
を
設
け
た

こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。�

　
平
成
21
年
度
事
業
は
、「
食
」
乱
れ
を

強
く
感
じ
る
昨
今
、
中
標
津
町
が
生
み
出

す
農
業
の
魅
力
と
食
・
農
・
命
の
つ
な
が

り
や
大
切
さ
に
目
を
向
け
、
ひ
と
り
一
人

が
率
先
し
て
学
び
、
様
々
な
交
流
を
通
し

て
中
標
津
産
の
付
加
価
値
化
、
地
域
の
活

性
化
、
食
の
見
直
し
を
目
指
し
活
動
を
展

開
し
ま
す
。
ま
た
、
部
会
設
立
か
ら
８
年

目
を
迎
え
、
い
ま
一
度
、
部
会
の
目
的
を

念
頭
に
お
き
な
が
ら
充
実
し
た
活
動
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。�

�

ＪＡ中標津●

コミュニケーシ
ョンスペースる・る

・る

コラボ企画
道 手づくり味噌作り会 食

品
加
工
交
流
部
会 

第
8
回
通
常
総
会
�

部 会 長  中司　俊枝�
副部会長  乾　美佐子�
会　　計  瀧ヶ平良子�
監　　事  藤井直雄美�

�

新役員
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農業農村交流施設（クレエ）in
　
４
月
23
日
、
Ｊ
Ａ
中
標
津
農
業
農
村
交
流
施
設
ク
レ
エ

で
、
中
標
津
町
内
で
子
育
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ

ー
ス
を
展
開
し
て
い
る
「
る
・
る
・
る
」
と
当
Ｊ
Ａ
に
よ

る
北
海
道
産
の
米
糀
と
大
豆
を
使
っ
た
味
噌
作
り
会
が
行

わ
れ
、
町
内
外
の
女
性
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
各
自
、
あ
ら
か
じ
め
柔
ら
か
く
煮
た
大
豆
を
持
参
し
て

の
参
加
と
な
り
、
ま
ず
大
豆
の
柔
ら
か
さ
チ
ェ
ッ
ク
か
ら

開
始
。
圧
力
鍋
で
煮
る
と
柔
ら
か
く
な
り
や
す
い
の
で
オ

ス
ス
メ
で
す
。�

　
味
噌
作
り
講
師
の
佐
々
木
幸
恵
氏
（
る
・
る
・
る
）
か

ら
、
豆
を
潰
す
作
業
か
ら
塩
蓋
を
す
る
ま
で
の
行
程
の
説

明
後
、
各
自
が
実
践
し
ま
し
た
。
初
顔
合
わ
せ
と
い
う
雰

囲
気
を
感
じ
る
こ
と
な
く
和
気
藹
々
と
し
た
中
で
、
参
加

者
全
員
が
30
分
程
で
完
成
し
ま
し
た
。�

　
手
作
り
な
ら
で
は
の
美
味
し
さ
が
、
半
年
か
ら
１
年
後

に
は
楽
し
め
る
予
定
で
す
。�

�

¡30分の作業であっという間にできあがってすごく
簡単でした。初めての人、今まで作ったことのあ
る人がいて色々お話が聞けて楽しかったです。

¡手作り感がすごく魅力で、自分で作るには自信が
なく…このような場はすごく良かったです。

¡初めての味噌作りで、考えていたより簡単でまた
作ってみようという気になりました。先生の説明
もわかりやすくて良かったです。家でもまた作っ
てみます!!全く知らない方と一緒で、新たな刺激
が受けられて良かったです。

¡思っていたより簡単に出来たのでビックリ！また、
自分でも作ってみようと思いました。町の若いお
母さん達もたくさん参加していて楽しかったです。

¡作ってみたいと思っていたので、教えてもらえて
良かったです。家でも作ってみます。

¡２回目なのですが、マッシャーを使って大豆を潰
すのは初めてで、思いのほか、簡単にできてびっ
くりでした。

¡今回のような機会がないと興味があってもなかな
か作らないので、教えていただいて良かったです。
子供のいるお母さんもたくさんきていたので、子
供をきっかけにお話をすることができました。

¡楽しくおしゃべりしながら作ることが出来て良か
ったです。

¡色々な人との交流ができて楽しかったです。ある
るで、味噌作りセットが売っていると助かります。

参加者の声を一部紹介します

333333333333333333
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と
も
に
大
い

に
交
流
し
ま

し
た
。�

�★
5
日
目
�

　
雨
模
様
の
天
気
。
バ
ス
は
別
府

の
名
物
地
獄
巡
り
。
温
泉
の
湯
気

が
街
の
あ
ち
こ
ち
で
上
が
っ
て
い

ま
す
。
血
の
池
・
海
の
池
。
泥
が

上
が
っ
て
き
て
池
を
赤
く
見
せ
る

血
の
池
地
獄
。
温
泉
の
成
分
が
青

く
見
せ
る
海
の
池
地
獄
。
後
は
、

福
岡
空
港
か
ら
東
京
羽
田
・
釧
路

空
港
へ
の
フ
ラ
イ
ト
で
元
気
に
皆

中
標
津
へ
帰
還
し
ま
し
た
。
ガ
イ

ド
の
佐
藤
恵
美
さ
ん
か
ら
来
年
ま

た
、
元
気
に
会
え
る
よ
う
に
健
康

の
貯
金
を
し
て
下
さ
い
ね
。
い
い

言
葉
を
い
た
だ
き
、
中
標
津
に
着

き
ま
し
た
。�

�

熟年会�春期春期
研修旅行研修旅行
春期
研修旅行

　
熟
年
会
の
春
期
旅
行
が
4
月
21
日
か
ら
25
日
の
4
泊
5
日
で
20
人
の
参
加
、
男
性

11
人
女
性
9
人
、
5
夫
婦
に
よ
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
行
程
は
春
の
九
州
・
長
崎
空

港
〜
五
島
列
島
〜
島
原
〜
雲
仙
普
賢
温
泉
〜
由
布
院
〜
別
府
〜
福
岡
空
港
と
い
っ
た

内
容
。
最
終
日
に
若
干
の
雨
模
様
に
な
っ
た
も
の
の
す
ぐ
に
上
が
り
、
全
行
程
ほ
ぼ

ピ
ー
カ
ン
照
り
の
天
候
で
、
寒
く
も
無
く
過
ご
し
や
す
い
旅
と
な
り
ま
し
た
。�

道
東
よ
り
２
ヶ
月
早
い
気
候
の
中
、

道
東
よ
り
２
ヶ
月
早
い
気
候
の
中
、

五
島
列
島
を
含
む

五
島
列
島
を
含
む

九
州
横
断
の
旅
を
満
喫

州
横
断
の
旅
を
満
喫

道
東
よ
り
２
ヶ
月
早
い
気
候
の
中
、

五
島
列
島
を
含
む

九
州
横
断
の
旅
を
満
喫

★
１
日
目�

　
弾
正
原
正
春
熟
年
会
会
長
を

団
長
に
バ
ス
で
釧
路
空
港
ま
で
、

羽
田
で
乗
り
換
え
、
長
崎
県
に

降
り
立
つ
と
、
午
後
４
時
近
く
。

日
本
列
島
の
長
さ
を
再
認
し
、

ま
だ
明
る
い
長
崎
県
を
バ
ス
で

移
動
・
原
爆
資
料
館
〜
平
和
公

園
を
移
動
６
時
を
過
ぎ
て
も
明

る
い
長
崎
、
坂
の
街
長
崎
の
山

の
中
腹
に
あ
る
長
崎
ホ
テ
ル
清
風

で
は
、
夕
方
の
景
色
か
ら
煌
び
や

か
な
１
千
万
ド
ル
の
夜
景
（
長
崎

県
観
光
協
会
に
よ
る
）、
陽
の
登

る
朝
焼
け
を
堪
能
で
き
、
い
い
お

湯
と
食
事
と
宴
会
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。�

�

★
2
日
目�

　
今
回
の
旅
行
も
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド

に
農
協
観
光
・

佐
藤
恵
美
さ
ん

に
入
っ
て
い
た

だ
き
、
早
朝
８

時
30
分
バ
ス
は

ホ
テ
ル
出
発
で

す
。
国
宝
の
大

浦
天
主
堂
か
ら

グ
ラ
バ
ー
園
内

ま
で
徒
歩
で
散

策
、
眼
下
に
広

が
る
長
崎
港
を
望
む
グ
ラ

バ
ー
園
（
亭
）
は
ハ
ー
ト

型
の
石
が
園
内
に
２
つ
あ

り
「
２
つ
見
つ
け
る
と
異

性
へ
の
思
い
が
叶
う
と

か
？｣

、
長
崎
港
か
ら
高

速
艇
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル

で
約
１
時
間
30
分
の
航
海
、

五
島
列
島
南
の
島
五
島
市

福
江
港
か
ら
は
バ
ス
で
、

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
で
あ

る
堂
崎
天
主
堂
へ
。
世
界
遺
産
登

録
に
も
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
の

こ
と
で
記
念
写
真
を
パ
チ
リ
。
キ

リ
シ
タ
ン
の
弾
圧
に
つ
い
て
バ
ス

ガ
イ
ド
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
き
、

酷
い
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
再
認
し

ま
し
た
。
街
中
に
残
る
城
（
現
＝

学
校
）
と
武
家
屋
敷
は
角
を
曲
が

っ
た
ら
剣
士
が
出
て
来
そ
う
な
と

こ
ろ
。
鬼
岳
は
登
れ
る
人
は
全
員

徒
歩
で
上
り
、
鐙
瀬
（
あ
ぶ
み

せ
）
溶
岩
道
路
展
望
台
で
は
、
さ

わ
や
か
な
風
を
受
け
な
が
ら
五
島

列
島
の
島
々
や
山
並
み
を
堪
能
し

ま
し
た
。�

�★
3
日
目
�

　
快
晴
の
五
島
列
島
２
日
目
、
魚

藍
観
音
展
望
台
か
ら
海
を
見
下
ろ

す
。
そ
し
て
、
眼
下
に
は
北
海
道

の
東
の
海
岸
で
は
見
ら
れ
な
い
白

い
砂
浜
。
海
パ
ン
忘
れ
た
か
ら
泳

げ
な
い
の
が
残
念
。
グ
ラ
デ
ー
シ

6
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と
も
に
大
い

と
も
に
大
い

に
交
流
し
ま

に
交
流
し
ま

し
た
。

し
た
。�

�★
5
日
目
日
目
�

　
雨
模
様
の
天
気
。
バ
ス
は
別
府

　
雨
模
様
の
天
気
。
バ
ス
は
別
府

の
名
物
地
獄
巡
り
。
温
泉
の
湯
気

の
名
物
地
獄
巡
り
。
温
泉
の
湯
気

が
街
の
あ
ち
こ
ち
で
上
が
っ
て
い

が
街
の
あ
ち
こ
ち
で
上
が
っ
て
い

ま
す
。
血
の
池
・
海
の
池
。
泥
が

ま
す
。
血
の
池
・
海
の
池
。
泥
が

上
が
っ
て
き
て
池
を
赤
く
見
せ
る

上
が
っ
て
き
て
池
を
赤
く
見
せ
る

血
の
池
地
獄
。
温
泉
の
成
分
が
青

血
の
池
地
獄
。
温
泉
の
成
分
が
青

く
見
せ
る
海
の
池
地
獄
。
後
は
、

く
見
せ
る
海
の
池
地
獄
。
後
は
、

福
岡
空
港
か
ら
東
京
羽
田
・
釧
路

福
岡
空
港
か
ら
東
京
羽
田
・
釧
路

空
港
へ
の
フ
ラ
イ
ト
で
元
気
に
皆

空
港
へ
の
フ
ラ
イ
ト
で
元
気
に
皆

中
標
津
へ
帰
還
し
ま
し
た
。
ガ
イ

中
標
津
へ
帰
還
し
ま
し
た
。
ガ
イ

ド
の
佐
藤
恵
美
さ
ん
か
ら
来
年
ま

ド
の
佐
藤
恵
美
さ
ん
か
ら
来
年
ま

た
、
元
気
に
会
え
る
よ
う
に
健
康

た
、
元
気
に
会
え
る
よ
う
に
健
康

の
貯
金
を
し
て
下
さ
い
ね
。
い
い

の
貯
金
を
し
て
下
さ
い
ね
。
い
い

言
葉
を
い
た
だ
き
、
中
標
津
に
着

言
葉
を
い
た
だ
き
、
中
標
津
に
着

き
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。�

�

春期
研修旅行

道
東
よ
り
２
ヶ
月
早
い
気
候
の
中
、

五
島
列
島
を
含
む

州
横
断
の
旅
を
満
喫

ョ
ン
が
綺
麗
な
海
と
空
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
。
大
瀬
崎
断
崖
展
望

台
で
は
３
カ
所
の
展
望
台
の
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
を
歩
い
て
全
部
巡
る
元

気
チ
ー
ム
も
居
ま
し
た
。�

　
街
中
へ
戻
り
、
昼
食
を
取
っ
た

後
、
福
江
港
か
ら
長
崎
へ
、
そ
し

て
、
雲
仙
普
賢
岳
の
噴
火
で
有
名

な
雲
仙
温
泉
を
宿
に
。�

★
4
日
目
�

　
折
り
返
し
の
３
日
を
過
ぎ
て

も
皆
元
気
で
出
発
。
雲
仙
普
賢

岳
被
災
地
公
園
は
流
れ
出
た
溶

岩
流
の
下
に
な
っ
た
家
屋
を
そ

の
ま
ま
に
保
存
し
て
あ
る
公
園
。

避
難
勧
告
を
受
け
て
非
難
し
て

い
た
の
で
、
死
者
は
ゼ
ロ
で
し
た
。

よ
か
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
前

に
は
報
道
人
や
急

な
噴
火
の
た
め
に

死
ん
だ
方
々
も
周

辺
の
町
に
は
い
た

そ
う
で
す
。
島
原

に
つ
い
て
、
バ
ス

ご
と
高
速
船
フ
ェ

リ
ー
で
熊
本
港
へ
。

阿
蘇
山
へ
向
か
い

阿
蘇
フ
ァ
ー
ム
ラ

ン
ド
で
、
地
産
地

消
の
昼
食
を

い
た
だ
き
、

阿
蘇
山
の

草
千
里
ま

で
バ
ス
は

進
み
ま
す
。

阿
蘇
は
、

赤
牛
や
食

用
の
馬
が
放

牧
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は

黒
毛
の
人
気
も
高
ま
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
ま
た
、
牛
馬
優
先
、
牛

が
道
路
に
寝
て
い
た
場
合
は
起
き

る
ま
で
待
つ
の
が
ル
ー
ル
で
す
っ

て
。
由
布
院
の
金
鱗
湖
で
周
辺
を

し
ば
し
散
策
。
非
常
に
趣
の
あ
る

古
民
家
や
歴
史
の
感
じ
ら
れ
る
施

設
が
多
く
、
観
光
バ
ス
が
ひ
っ
き

り
な
し
に
来
て
い
ま
し
た
。
宿
は
、

別
府
の
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
。
最

後
の
夜
な
の
で
、
思
う
存
分
歌
っ

て
踊
っ
て
の
宴
会
、
地
元
の
方
々

と
も
に
大
い

に
交
流
し
ま

し
た
。�

�★
5
日
目
�

　
雨
模
様
の
天
気
。
バ
ス
は
別
府

の
名
物
地
獄
巡
り
。
温
泉
の
湯
気

が
街
の
あ
ち
こ
ち
で
上
が
っ
て
い

ま
す
。
血
の
池
・
海
の
池
。
泥
が

上
が
っ
て
き
て
池
を
赤
く
見
せ
る

血
の
池
地
獄
。
温
泉
の
成
分
が
青

く
見
せ
る
海
の
池
地
獄
。
後
は
、

福
岡
空
港
か
ら
東
京
羽
田
・
釧
路

空
港
へ
の
フ
ラ
イ
ト
で
元
気
に
皆

中
標
津
へ
帰
還
し
ま
し
た
。
ガ
イ

ド
の
佐
藤
恵
美
さ
ん
か
ら
来
年
ま

た
、
元
気
に
会
え
る
よ
う
に
健
康

の
貯
金
を
し
て
下
さ
い
ね
。
い
い

言
葉
を
い
た
だ
き
、
中
標
津
に
着

き
ま
し
た
。�

�

�

3つの展望台を巡った4人�
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二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

決
議
事
項

�１
　
法
人
税
等
調
整
額
の
計
上
に
伴
う
税
効
果
積
立
金

の
取
崩
に
つ
い
て
�

２
　
平
成
20
年
度
決
算
及
び
利
益
剰
余
金
処
分
案
に
つ

い
て
�

３
　
第
62
回
通
常
総
会
提
出
議
案
に
つ
い
て
�

４
　
総
会
提
出
決
算
関
係
書
類
の
監
事
へ
の
提
出
に
つ

い
て
�

５
　
平
成
21
年
度
内
部
審
査
実
施
計
画
の
承
認
に
つ
い
て
�

６
　
平
成
21
年
度
信
用
供
与
等
限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て
�

７
　
平
成
21
年
度
貸
付
金
利
率
の
最
高
限
度
の
決
定
に
つ
い
て
�

８
　
平
成
21
年
度
余
裕
金
の
預
入
先
の
決
定
に
つ
い
て
�

９
　
資
産
査
定
に
つ
い
て
�

10
　
各
種
資
金
の
借
入
申
込
み
に
つ
い
て
�

11
　
新
規
組
合
員
加
入
者
及
び
新
規
就
農
予
定
者
に
つ
い
て
�

12
　
休
農
者
の
精
算
見
込
み
と
利
息
軽
減
に
つ
い
て
�

13
　
平
成
21
年
度
中
標
津
町
農
協
総
合
共
進
会
及
び
第
2
回
な
か

し
べ
つ
牛
ま
つ
り
に
つ
い
て
�

14
　
畜
産
経
営
生
産
性
向
上
支
援
リ
ー
ス
事
業
申
請
に
つ
い
て
�

15
　
生
活
店
舗
課
担
当
者
使
用
車
両
の
リ
ー
ス
契
約
更
新
に
つ
い
て
�

�

報
告
事
項

�１
　
平
成
21
年
度
3
月
末
組
勘
状
況
及
び
四
半
期
報
告
に
つ
い
て
�

２
　
平
成
20
年
度
組
合
員
の
加
入
状
況
に
つ
い
て
�

３
　
平
成
20
年
度
生
乳
生
産
状
況
に
つ
い
て
�

４
　
平
成
20
年
度
乳
質
改
善
共
励
会
の
結
果
に
つ
い
て
�

５
　
平
成
20
年
度
酪
農
生
産
基
盤
改
善
支
援
対
策
事
業
実
績
に
つ

い
て
�

６
　
肉
牛
生
産
セ
ン
タ
ー
格
付
け
調
書
に
つ
い
て
�

７
　
乳
牛
・
育
成
牛
販
売
取
引
先
構
成
比
に
つ
い
て
�

第１回 理 事 会
開催月日　平成21年4月17日�
開催場所　農協中会議室  　 

出題／ニコリ夢広がる�
クロスワード�

Crossword Puzzle

『
ハ
ナ
グ
モ
リ
』

４
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
解
答

４
月
に
入
組
し
た
、

信
田
奈
津
見
に
抽
選
し

て
も
ら
っ
た
４
月
の
ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
当
選
者
は

弾
正
原
真
由
美
さ
ん
（
第

２
俣
落
）、
佐
々
木
美
恵

子
さ
ん
（
俵
橋
）、
保
科

妙
さ
ん
（
第
２
俣
落
）

の
３
人
で
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
ひ
と
月
経
っ
て
ち
ょ

っ
と
仕
事
に
慣
れ
て
き

ま
し
た
。
当
選
さ
れ
た

組
合
員
の
３
方
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
受

付
で
今
後
と
も
皆
様
と

お
会
い
で
き
る
の
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
ね
」
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タテのカギ

ヨコのカギ

②ゆったりのんびりした気分です�
⑥リレーで手渡していくもの�
⑧ニュージーランドの飛べない鳥�
⑨紙袋の口にノリをつけて──をする�
⑩木が腕のように伸ばすもの�
⑪川の両側に広がる平らな場所�
⑮じゃんけんのチョキは、はさみ、グーは
これ�
⑯すしになったり、おにぎりになったり�
⑱魚のすり身で作るハンバーグのような料理�
⑳商売に失敗し──が傾く�
@1いずれアヤメか──�

①きれいな緑を保つには、結構手入れが大変�
②「割」の100分の1�
③料理を注文する前に出てくることもあり
ます�
④空振りすると切ってしまうもの�
⑤煮炊きのこと　──場�
⑦価値が同じこと�
⑩近くのものがよく見えません�
⑫きちんと並んでいます�
⑬体操や呼吸法による中国古来の健康法�
⑭ミントともいいます�
⑰ラーメンの定番の具�
⑲木の胴体�
⑳ココで風を切って歩くのは威勢がよくて
得意な気分のとき�

　
同
封
の
回
答
用
紙
に
答
え
や
一
言
コ
メ
ン
ト
（
必
須
）
な
ど
を
記
入
の
上
、
事
務
所
備
え
付
け
の
箱
ま
た
は
、
フ
ァ
ク
ス
で
ご
応
募
下
さ
い
。
�

読
者
の
声

高
知
春
野
か
ら
の
使
者

●
「
今
日
は
宅
急
便
で
〜
す
」
の
声
に
玄
関

先
に
は
大
き
な
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
が
。
届
け

先
は
私
…
依
頼
主
は
Ｊ
Ａ
高
知
春
野
…
？

心
当
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
恐
る
恐
る
開
け

て
見
る
と
そ
こ
に
は
黄
色
く
大
き
な
艶
々

な
文
旦
が
ず
ら
り
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
当

選
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
っ
た
の
で
す
。
産
直
の

味
は
瑞
々
し
く
程
良
い
酸
味
と
甘
味
格
別

で
す
。
さ
っ
そ
く
知
人
に
も
お
裾
分
け
。

当
選
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
頂
く
の
も
嬉
し
い

の
で
す
が
自
分
の
拙
い
文
章
が
活
字
に
な

る
の
が
嬉
し
く
て
投
稿
さ
せ
て
も
ら
っ
て

る
私
で
す
。
皆
様
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
楽
し
い
で
す
よ
。

▼
P
N
／
ス
タ
ー
チ
ス
さ
ん

ス
タ
ー
チ
ス
さ
ん
。
届
い
た
も
の
で
歌
を

詠
ん
で
く
れ
て
ナ
イ
ス
で
す
。
土
佐
文
旦

ど
う
で
し
た
か
？
２
月
に
東
京
へ
研
修
へ

行
か
せ
て
も
ら
い
、
全
国
各
地
に
知
り
合

い
が
で
き
、
Ｊ
Ａ
間
交
流
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
形
で
、

地
域
の
特
産
品
の
や
り
取
り
が
で
き
れ
ば

い
い
な
ぁ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
次
は
何

が
届
く
か
楽
し
み
な
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
に
な

り
ま
す
ね
。
ち
な
み
に
、
土
佐
の
名
人
松

田
さ
ん
宅
の
文
旦
だ
そ
う
で
す
。
皮
で
文

旦
マ
ー
マ
レ
ー
ド
を
作
っ
た
り
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
格
別
だ
と
思
い
ま
す

よ
。

な
ん
で
も
い
い
ん
で
す
よ

●
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
葉
先
が
１
日
１
日
の
び

春
だ
ー
と
の
実
感
Z
桜
の
咲
く
頃
の
ド
ラ

イ
ブ
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
そ
し
て
こ
の

時
期
阿
寒
岳
〜
摩
周
岳
〜
武
佐
岳
〜
羅
臼

岳
へ
の
残
雪
大
パ
ノ
ラ
マ
大
好
き
な
ん
で

す
よ
ね
。
い
や
な
事
も
忘
れ
て
し
ま
う
ほ

ど
の
眺
望
。
四
季
お
り
お
り
の
姿
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
い
つ
も
う
っ
と
り
眺
め
て
い

ま
す
。
何
か
の
集
ま
り
の
時
、
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
解
け
る
ん
だ
け
ど
一
言
コ
メ
ン
ト
書

け
な
く
て
応
募
で
き
な
い
ん
だ
ぁ
と
の
声

あ
り
ま
し
た
。
何
で
も
少
し
で
も
い
い
の

に
と
言
っ
て
お
き
ま
し
た
が
…

▼
Ｐ
Ｎ
／
夢
見
人
さ
ん

「
ひ
と
言
コ
メ
ン
ト
を
必
ず
」
と
い
っ
て
も
、

書
き
忘
れ
て
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
し
て
し

ま
う
方
が
い
ま
す
。
抽
選
の
対
象
外
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

そ
れ
に
、
内
容
は
何
で
も
い
い
ん
で
す
よ
。

ほ
ん
と
に
。
で
、
少
し
で
も
書
き
や
す
い

よ
う
に
、
最
近
で
は
お
題
も
設
け
て
い
ま
す
。

言
い
た
い
こ
と
あ
る
で
し
ょ
？

考
え
る
こ
と
で
脳
み
そ
の
し
わ
も
増
え
る

の
で
良
い
で
す
よ
！

Ｆ
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ｏ

Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

●
結
婚
し
て
か
ら
は
じ
め
て
主
人
と
２
人
き

り
の
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
を
楽
し
ん
で
来
ま
し

た
。
中
年
に
な
っ
た
お
互
い
を
少
し
は
解

り
あ
え
る
気
に
な
っ
た
２
日
間
で
し
た
。

留
守
番
を
し
て
く
れ
た
息
子
（
”ゆ
っ
く

り
し
て
お
い
で
“と
や
さ
し
い
事
を
い
っ
て

く
れ
ま
し
た
）
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
息

子
に
も
ス
テ
キ
な
お
嫁
さ
ん
が
春
と
一
緒

に
来
ま
す
よ
う
に
。▼Ｐ

Ｎ
／
さ
く
ら
子
さ
ん

２
人
き
り
の
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
。
い
っ
と
い
で
！

と
送
り
出
す
青
年
は
カ
ッ
コ
イ
イ
！
そ
う

い
う
や
り
と
り
が
回
っ
て
、
家
族
力
が
ア

ッ
プ
す
る
の
で
す
よ
ね
!
父
親
の
協
力
も

必
要
で
す
し
ね
！
ナ
イ
ス
な
家
族
だ
！

知床雪壁ウォークというイベントにて羅臼岳　4/18
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中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会
審
査
講
習
会
�

JUMP
春から始めるハエ対策�

不明な点・作り方の詳細は、お気軽に普及センターへお問い合わせ下さい。（20153-72-2163）�
普及センターwebアドレスは、http://www.agri.pref.hokkaido.jp/fukyu/knmr/

根室農業改良
普及センター
北根室支所

普及の窓

　毎年、初夏からハエがうろうろし始めます。このハエたちは一体どこから来るのでしょうか？
秋にはサシバエが繁殖のために吸血します。FS牛舎で牛が１カ所に固まって立っている姿や
TS牛舎で搾乳時に牛がうるさくなるのを目にします。サシバエによる吸血は牛や人にとって
大きなストレスになります。ハエ対策の基本は発生源を減らすことです。これらは日頃の環境
管理から始まります。今年は春先から対策を始めて、ハエの少ない農場を目指しましょう。�

その�
１�

その�
2

その�
3

　　　　　　資　　　　　材�

ウジキラー顆粒など�

有機リン系薬剤（アルファクロン）など�

ハエ取りシート�

�

　　　　　　　　　利　　用　　方　　法�

幼虫対策：ウジの発生源に利用�

成虫対策：誘因トラップなどにも利用�

成虫対策：明るく暖かいハエのよるところに設置�

　　ハエとは？？相手を知る�
○水分60～80％を好んで繁殖。（堆肥は絶好の繁殖場所です！）�

○卵から羽化まで11～16日間程度　　○４㎞の飛行能力�

○サシバエは雄雌両方吸血する。�

○暖かいところ、明るく、仲間がいるところを好む�

○天井、壁、草むらなどで休息する。�

�

　　対策のキーワードは乾燥�
　酪農場では乾燥させる事が難しい場所がたくさんあります。しかし、放っておくと農場のハエに繁殖場所

を提供するばかりです。乾燥はハエの餌を減少させると共に増殖環境を悪化させます。�

　一時的でも乾燥は有効ですのでハッチ周辺、餌槽、水槽周りは定期的に掃除をして乾燥さます。�

�
　　ハエをふやさない�
○発生源をつぶす。（草刈り・除糞・清掃）�

○成虫対策を行い、密度をへらす。（トラップ・資材の利用）�

○資材の一例　※薬品の取り扱いには十分留意し、指示事項を確認してください。�

　　乾燥を視野に入れた日常の管理�
○堆肥はエプロンやパドックに放置せず、速やかに堆肥舎へ入れるなど、すぐに牛・牛舎から離す。さらに

堆肥盤周辺の除草、れき汁に火山灰などをかぶせて押さえておく。�

○毎回徐糞されない部分を乾燥させる。→スコップで取

って出来るだけ乾燥させる。�

○水槽回りを定期的に掃除し、ジクジクとした湿った有

機物を取り除く�

○ハッチ下は定期的に乾燥させる。早めに敷料交換。地

盤に新しい火山灰などを入れる。�

○牛舎内で換気扇をまわし、空気を動かし換気を行う。�

○処理室では網戸・ハエ取りシートなど資材の利用。�

○HPにも事例が有ります�

その�
4

３月号への補足
先に発行されましたJAたより３月号 普及の
窓の記事について補足させていただきます。
～バンカーサイロの補修を検討～について
●工法の特徴部分
アスファルト施工の現状の利点としてコンク
リートに比べて酸に強い。があげられます。

先手必勝！！�

福
村
稔

を
講
師
に

牛
序
列
付
け
方
法
論
学
ぶ

qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq
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中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会
審
査
講
習
会

中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会
審
査
講
習
会
�

JUMPJUMP
改良の扉�

福
村
稔
氏
を
講
師
に

牛
序
列
付
け
方
法
論
学
ぶ

中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会
審
査
講
習
会
�

　
４
月
18
日
g
ホ
ク
レ
ン
根
室
地
区
家

畜
市
場
に
て
中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会
審

査
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
ｒ
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
ク
ラ
ブ
・
各
組
織
・
関
係
機
関
な
ど

を
含
め
総
勢
56
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
は
福
村
稔
氏
が
務
め
、
審
査
比
較

の
説
明
だ
け
で
は
な
く
、
長
命
連
産
に
望

ま
し
い
各
部
位
の
構
造
や
現
在
多
く
見
ら

れ
て
い
る
部
位
の
欠
点
な
ど
挙
げ
ら
れ
た

中
で
今
後
の
改
良
点
な
ど
て
い
ね
い
に
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
�

　
説
明
を
踏
ま
え
て
未
経

産
・
経
産
の
各
４
頭
の
２
ク

ラ
ス
で
審
査
講
習
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
真
剣
に
序
列
付
け

を
行
い
数
名
に
講
評
し
た
後

に
講
師
か
ら
序
列
付
け
講
評

が
な
さ
れ
、
参
加
者
全
員
が

納
得
の
い
く
講
評
で
し
た
。

審
査
講
習
後
は
牛
の
リ
ー
ド

講
習
が
行
わ
れ
、
Ｊ
ｒ
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
・
同

志
会
若
手
会
員
が
主
に
リ
ー
ド
を
行
い
、

講
師
か
ら
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
説

明
が
な
さ
れ
、
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
�

　
講
習
会
後
は
焼
肉
を
囲
ん
で
の
交

流
会
が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
間
の
親

睦
・
交
流
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
�

　
共
進
会
シ
ー
ズ
ン
が
幕
開
け
と
な
り
、

出
品
・
観
戦
さ
れ
る
方
に
は
本
日
の

講
習
会
を
基
に
良
い
成
績
・
牛
の
見

方
に
役
立
て
な
が
ら
今
後
の
牛
群
改

良
に
活
用
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

この度、家畜改良係に配属されました

高橋孝嘉と申します。

中標津町農協に入組する前は、伊達市

農協で２年間人工授精師として働いてい

ました。中標津町農協では、伊達市農協

で２年間学んで来たことを活かして仕事

をして行きたいと思っています。

人間としても、人工授精師としてもま

だまだ未熟ですが、一生懸命がんばりま

すので、よろしくお願い致します。

新人紹介

　 営農部�
　   家畜改良課�
　     家畜改良係�

　高 橋 孝 嘉�
たか  はし  たか  よし�
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石山砂緒里
さん

オーラソーマ
カラーセラピー
プラクティショナー
レベル2

臨床心理学の勉強をしていてもっと気軽
に心の事がわかるツールの１つとしてオ
ーラソーマを学ぶ

Profile

雪もすっかり融けて
緑が多くなってきましたね。

ということで、今回はGreen（緑色）
についてお伝えしようと思います。

学びの空間は農業外のことを学ぶ機会にと連載しているものです。
疲れた体の癒しの手段として活用下さい。

み
な
さ
ん
、
虹
は
七
色
っ
て
言
わ
れ
て
ま

す
よ
ね
？

ど
う
も
、
地
域
や
民
族
、
時
代
に
よ
っ
て

色
の
種
類
や
数
が
違
う
そ
う
な
ん
で
す
が
、

日
本
は
一
般
的
に
7
色
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
色
の
並
び
順
っ
て
わ
か
り
ま
す
か
？

外
側
か
ら
順
に
、
赤
・
橙
・
黄
・
緑
・
青
・
藍
・

紫
と
い
う
順
番
で
並
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

で
は
、
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
Ｇ
ｒ
ｅ

ｅ
ｎ
」
は
ど
の
位
置
か
と
い
う
と
、
そ
う
Z
「
Ｇ

ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
」
は
虹
の
真
ん
中
に
位
置
し
て
い

る
ん
で
す
。

人
間
が
捉
え
る
こ
と
の
で
き
る
波
長
の
う
ち
、

一
番
長
い
波
長
の
色
が
レ
ッ
ド
（
赤
色
）、
一

番
短
い
波
長
の
色
が
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
（
紫
色
）、

そ
し
て
中
間
の
波
長
が
「
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
」（
緑

色
）
な
ん
で
す
。

（
虹
の
配
色
を
見
て
も
外
側
の
赤
が
長
く
て
、

一
番
内
側
の
紫
は
短
い
で
し
ょ
？
）

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
は
長
く
も
な
い
し
、
短
く
も

な
い
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
に
は
「
中
間
」

と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
し
、
色
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
も
「
調
和
と
バ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
こ
と
（
平
均
的

な
こ
と
）
を
好
ん
だ
り
、
人
と
の
調
和
を
大

事
に
し
た
り
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
が
好
き
な
人
や
、
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ

ｎ
に
惹
か
れ
る
人
は
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
優

れ
て
い
る
の
で
人
間
関
係
も
だ
い
た
い
ど
ん

な
人
と
で
も
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

人
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
か
ら
、
リ
ー
ダ
ー
の
才
能
も
あ
る
そ

う
で
す
。
支
配
的
・
支
持
的
な
リ
ー
ダ
ー
と

い
う
よ
り
は
、
人
の
能
力
を
見
極
め
て
そ
の

人
に
適
し
た
仕
事
や
配
置
が
で
き
る
調
和
型

の
リ
ー
ダ
ー
タ
イ
プ
で
、
自
分
自
身
の
手
柄

よ
り
チ
ー
ム
と
し
て
何
か
を
や
り
遂
げ
る
こ

と
に
喜
び
を
感
じ
る
タ
イ
プ
の
よ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
に
対
応
す
る
チ

ャ
ク
ラ
は
、
心
臓
の
辺
り
に
位
置
す
る
第
４

チ
ャ
ク
ラ
で
「
ハ
ー
ト
の
チ
ャ
ク
ラ
」
と
も

言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、「
ハ
ー
ト
の

人
・
真
実
の
人
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

人
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
、
優
し
さ
や
思

い
や
り
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
反
面
「
真
実

の
人
」
な
の
で
真
実
を
言
い
す
ぎ
て
周
り
を

ヒ
ヤ
リ
と
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
も
…
。

そ
れ
は
、
自
分
も
相
手
も
ハ
ー
ト
で
関
わ

り
た
い
、
愛
情
を
持
っ
て
本
音
で
付
き
合
い

た
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

だ
か
ら
生
き
方
に
関
し
て
も
、
求
め
る
も

の
は
「
真
実
」。

本
当
に
や
り
た
い
こ
と
や
満
足
す
る
こ
と
、

好
き
な
こ
と
を
探
求
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
即
決
は
し
な
い
で
自
分
の
ペ
ー
ス
で

じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
選
択
す
る
の
で
、

周
り
か
ら
見
た
ら
の
ん
び
り
や
さ
ん
の
マ
イ

ペ
ー
ス
、
優
柔
不
断
で
物
事
を
決
め
る
の
が

遅
い
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
実

は
じ
っ
く
り
じ
っ
く
り
吟
味
し
て
い
る
ん
で

す
そ
し
て
「
G
r
e
e
n
」
に
は
も
う
１
つ
「
ス

ペ
ー
ス
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
時
間
や
空
間
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
、

心
の
ゆ
と
り
の
ス
ペ
ー
ス
、
人
間
関
係
で
の

ス
ペ
ー
ス
な
ど
色
々
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ス

ペ
ー
ス
が
十
分
に
確
保
で
き
て
い
な
い
時
は
、

な
ん
と
な
く
不
自
由
さ
を
感
じ
た
り
、
時
に

は
怒
り
や
悲
し
み
、
嫉
妬
も
感
じ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
も
、
人
間

な
ら
持
っ
て
い
て
当
た
り
前
で
す
。
感
じ
て

は
い
け
な
い
感
情
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

他
人
に
そ
の
ま
ま
感
情
（
怒
り
な
ど
）
を
ぶ

つ
け
た
り
イ
ラ
イ
ラ
を
撒
き
散
ら
し
た
り
す

る
の
は
、
言
葉
の
暴
力
に
も
な
り
ま
す
し
、

相
手
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
有
効
な

手
段
と
は
い
え
ま
せ
ん
ね
。

怒
り
や
嫉
妬
を
感
じ
る
こ
と
は
自
然
な
こ

と
だ
け
ど
、
自
分
の
責
任
で
き
ち
ん
と
ケ
ア

し
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
時
に
「
G
r
e
e
n
」
は
、
そ

う
い
っ
た
感
情
を
和
ら
げ
リ
ラ
ッ
ク
ス
や
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
を
助
け
て
く
れ
る
効

果
が
あ
る
色
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
仕
事
や
お
勉
強
を
頑
張
り
す
ぎ
た
り
、

ち
ょ
っ
と
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
た
ら
、

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
を
取
り
入
れ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
み
る
の
は
い
か
が
で
す
か
？

暖
か
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
森
林
浴
や
公

園
を
お
散
歩
す
る
の
も
い
い
か
も
…
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z嶋敦志・裕美さん夫婦の次女として生まれる。

2007年12月17日生まれ嶋 美 空ちゃん
み く

優しい子になってね
PLOFILE

　
今
月
は
、
q
嶋
家
の
ア
イ
ド

ル
、
１
歳
４
ヶ
月
を
迎
え
た
ば

か
り
の
美
空
ち
ゃ
ん
で
す
。
今

回
の
取
材
は
、
４
月
か
ら
小
学

１
年
生
に
な
っ
た
滉
希
お
兄
ち
ゃ

ん
と
、
４
月
に
５
歳
に
な
っ
た
ば
か
り

の
陽
菜
お
姉
ち
ゃ
ん
も
協
力
し
て
く
れ
ま

し
た
。�

　
早
速
、
マ
マ
の
裕
美
さ
ん
に
最
近
の
美

空
ち
ゃ
ん
の
様
子
を
伺
う
と
「
外
遊
び
の

楽
し
さ
を
覚
え
た
み
た
い
で
、
さ
っ
き
ま

で
豊
子
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
外
で
遊

ん
で
い
た
の
。
水
た
ま
り
で
ビ
シ
ョ
ビ
シ

ョ
に
な
り
な
が
ら
遊
ん
で
い
た
の
よ
（
笑
）」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
美
空
ち
ゃ
ん
の
名
前
の
由
来
は
、
マ
マ

が
好
き
な
響
き
の
「
み
く
」、
パ
パ
が
好
き

な
「
美
空
」
の
漢

字
に
し
ま
し
た
。�

　
言
葉
を
覚
え
始

め
た
美
空
ち
ゃ

ん
。
じ
じ
、
パ

パ
、
ち
ゃ
ん
（
豊

子
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
こ
と
）
の
ほ

か
、
お
は
よ
う
と

か
バ
イ
バ
イ
、
っ

て
言
え
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
そ
う

で
す
。
「
ま
い
う

〜
」
っ
て
言
え
る

よ
う
に
も
な
っ
て

い
る
ん
で
す
っ
て
（
笑
）。
遊
ん
で
い
る
時

は
、
自
分
も
お
兄
ち
ゃ
ん
と
お
姉
ち
ゃ
ん

と
同
じ
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
一
緒
に

遊
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。�

　
定
期
検
診
な
ん
か
で
、
マ
マ
が
服
を
脱

が
せ
よ
う
と
し
た
だ
け
で
泣
き
出
し
て
、

ず
っ
と
泣
き
っ
ぱ
な
し
で
検
診
を
受
け
る

こ
と
が
よ
く
あ
る
ん
で
す
っ
て
（
笑
）。
美

空
ち
ゃ
ん
は
通
る
声
の
持
ち
主
な
の
で
、

泣
き
声
も
迫
力
満
点
な
の
か
な
（
笑
）。�

　
美
空
ち
ゃ
ん
は
、
眠
く
な
っ
た
ら
、
新

作
じ
い
ち
ゃ
ん
の
横
に
ペ
タ
ッ
と
く
っ
つ

い
て
、
指
を
吸
い
な
が
ら
寝
る
ん
で
す
っ
て
。

（
も
ぉ
〜
可
愛

す
ぎ
ま
す
。
新
作
じ

い
ち
ゃ
ん
が
う
ら
や
ま
し

い
。
）
こ
の
日
も
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
踊

っ
た
り
し
て
可
愛
ら
し
い
姿
を
た
く
さ
ん

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。�

�

パ
パ
、
マ
マ
か
ら
美
空
ち
ゃ
ん
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。�

●
パ
パ
「
元
気
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
だ

け
を
願
っ
て
い
ま
す
」

●
マ
マ
「
大
き
な
病
気
さ
え
し
な
け
れ
ば

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
優
し
い
子

に
な
っ
て
ね
。
パ
パ
み
た
い
な
変
な
男

に
は
引
っ
か
か
ら
な
い
で
ね
（
笑
）」�

�

豊
子
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
三
輪
車
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中標津Ｂ＆Ｗショウ開催！�中標津Ｂ＆Ｗショウ開催！�

新着情報については、

公式ＨＰ http://www.ja-nakashibetsu.or.jp
に随時掲載中！
皆さまからの情報提供は、
こちらへ 272-3721

info@ja-nakashibetsu.or.jp

６月1日は 動車税の
納期限です

当
農
協
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ク
リ
ー
ム
が

要
の
逸
品
で
す

中
標
津
│
弟
子
屈
間
69
・
４
㎞

今
年
は
ど
こ
ま
で
延
び
る
か
な

ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
は

俺
た
ち
・

た
ち
が
守
る
Y

自
然
の
番
人

シ
ー
ズ
ン
２

　
な
か
し
べ
つ
に
歩
く
道
を
つ
く
る
会
の
フ
ッ
ト
パ
ス

を
「
北
根
室
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
　
Ｗ
Ａ
Ｙ
」
＝
「
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ

Ｗ
Ａ
Ｙ
」
（
キ
ラ
ウ
ェ
イ
）
と
言
い
ま
す
。
�

　
中
標
津
町
交
通
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
て
、

根
室
・
中
標
津
空
港
を
経
由
、
櫻
井
牧
場
さ
ん
の
ご
好

意
で
牧
場
内
を
通
行
さ
せ
て
も
ら
い
、
開
陽
台
ま
で
向

か
う
第
１
ス
テ
ー
ジ
14
・
８
㎞
。
開
陽
台
か
ら
レ
ス
ト

ラ
ン
牧
舎
へ
向
か
う
第
２
ス
テ
ー
ジ
９
・
７
㎞
は
山
口

牧
場
さ
ん
、
保
科
牧
場
さ
ん
、
松
岡
牧
場
さ
ん
、
沖
牧

場
さ
ん
の
ご
好
意
に
よ
り
牧
場
内
を
通
過
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
る
道
で
す
。
第
３
ス
テ
ー
ジ
の
８
・
５
㎞
、
第

４
ス
テ
ー
ジ
の
16
・
６
㎞
は
未
開
通
で
す
が
、
弟
子
屈

町
Ｊ
Ｒ
美
留
和
駅
ま
で
の
第
５
ス
テ
ー
ジ
11
・
２
㎞
、

第
６
ス
テ
ー
ジ
の
８
・
６
㎞
は
開
通
済
み
で
す
。
酪
農

地
帯
の
歩
く
道
な
の
で
酪
農
家
の
皆
様
の
ご
協
力
が
な

け
れ
ば
達
成
で
き
な
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
�
�

ク
ッ
キ
ン
グ
キ
ャ
ス
タ
ー
星
澤
幸
子
先
生
監
修
の「
サ
ラ
ダ
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
」

フットパスのルールは�
ゲートを閉め忘れない、バラ線を外さない。火気危険
の回避として、くわえタバコ禁止。家畜、建物、機械
に触れない。ゴミは持ち帰る。野生動物、木々などの
植物を傷つけない。川や湿地を汚さない。犬の持ち込
みは禁止。山菜狩りにフットパスを利用しない。酪農
地帯なので、牛糞、馬糞はあって当たり前。地権者へ
の感謝を忘れない。挨拶や交流を大切に。�
�

　　
こ
の
生

キ
ャ
ラ
メ
ル
。

オ
ー
ル
北
海
道
材
料

で
！
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

さ
ら
に
、
野
菜
を
蒸
気
加
熱
し
酵
素
で

ペ
ー
ス
ト
に
し
た
も
の
を
練
り
こ
ん
だ

も
の
で
、
野
菜
の
栄
養
は
も
ち
ろ
ん
、

野
菜
の
甘
さ
を
活
用
し
て
い
ま
す
の
で

糖
分
が
３
分
の
１
カ
ッ
ト
さ
れ
、「
口

の
中
で
溶
け
て
い
く
」
食
感
も
味
も
た

ま
り
ま
せ
ん
。
�

　
サ
ラ
ダ
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
と
名
づ
け
ら

れ
た
同
商
品
は
、
キ
ャ
ロ
ッ
ト
（
に
ん

じ
ん
）、
エ
ダ
マ
メ
（
枝
豆
）、
ポ
テ
ト

（
じ
ゃ
が
い
も
）、
パ
ン
プ
キ
ン
（
か

ぼ
ち
ゃ
）
味
で
展
開
。
生
キ
ャ
ラ
メ
ル

の
要
で
あ
る
生
ク
リ
ー
ム
部
分
に
当
農

協
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ク
リ
ー
ム
（
生
ク
リ

ー
ム
）
を
使
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
の
が

最
大
の
特
徴
で
あ
り
、
皆
に
教
え
て
あ

げ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
�

　
ま
た
、
じ
ゃ
が
い
も
も
時
期
に
よ
っ

て
は
中
標
津
で
穫
れ
た
ワ
セ
シ
ロ
＝
伯

爵
い
も
が
使
わ
れ
る
の
だ
と
か
。
こ
こ

ま
で
来
る
と
甘
味
料
で
あ
る
て
ん
菜
糖

も
そ
う
か
！
と
な
り
ま
す
が
、
て
ん
菜

糖
の
原
料
は
も
し
か
し
た
ら
中
標
津
か

ら
山
向
こ
う
へ
運
ば
れ
た
も
の
が
使
わ

れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
ね
。
�

　
当
農
協
と
取
引
が
あ
る
グ
リ
ー
ン
パ

ー
ト
ナ
ー
さ
ん
に
よ
る
、
野
菜
加
工
技

術
の
一
つ
。
加
熱
水
蒸
気
製
法
が
野
菜

の
旨
み
を
素
材
に
閉
じ
込
め
る
こ
と
で
、

甘
み
を
そ
ん
な
に
必
要
と
し
な
い
。
野

菜
本
来
の
甘
み
を
楽
し
め
る
、
大
変
ヘ

ル
シ
ー
な
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
で
あ
る
こ
と

を
付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。
�

　
値
段
は
８
４
０
円
で
10
粒
入
り
。
冷

蔵
庫
で
冷
や
し
て
、
紅
茶
や
珈
琲
と
一

緒
に
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
と
い
っ
そ
う
お

い
し
い
で
す
よ
。
牛
乳
消
費
日
本
一
の

町
に
中
標
津
が
な
る
た
め
に
重
要
な
役

割
を
担
う
商
品
と
い
え
る
で
し
ょ
う
！
�

　
販
売
場
所
は
、
札
幌
＝
ど
さ
ん
こ
プ

ラ
ザ
（
札
幌
駅
西
コ
ン
コ
ー
ス
北
口

側
）、
道
産
食
彩
Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
狸
小
路
南

２
条
５
丁
目
）、
東
急
百
貨
店
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｕ
札
幌
店
（
中
央
区
北
４
条
西
２
丁

目
）、
当
農
協
で
も
販
売
を
開
始
い
た

し
ま
す
。
�

�

14



第48回�
中標津Ｂ＆Ｗショウ開催！�中標津Ｂ＆Ｗショウ開催！�中標津Ｂ＆Ｗショウ開催！�

シニアチャンピオンに�
アースイースト リコライス ケイト ET号�
　４月25日gホクレン根室地区家畜市場にて第48回中標津

Ｂ＆Ｗショウが開催されました。天候にも恵まれ、太陽の

あたたかい日差しの中、屋外審査場で行われました。�

　ショウには21戸45頭（未29頭、経16頭）の出陳があり、

今年もデーリィ・キャラクターに富んだ優秀な乳牛が集まり、

「中標津ホルスタイン」の質の高さをアピールしていました。�

　審査員には、計根別酪農家　本田勉氏があたり、スピーディーかつ的確なジャッジで執り行われました。�

　また、デーリィー・クイーンには信田奈津見さん（管理部管理課）が務めショウに花を添えました。�

　尚、審査の結果はシニアチャンピオンには佐々木宏之さん出陳のアースイースト リコライス ケイト ＥＴ号、

シニアリザーブチャンピオンには福嶋信博さん出陳のハッピーランド ダンディ ミッキー スギ号、ジュニア

チャンピオンには佐々木宏之

さん出陳のアースイースト 

アスター ネッド ゼニス マリ

リー ＥＴ号、ジュニアリザ

ーブチャンピオンには中川将

さん出陳のセンターリバー 

ピース ラブシック号がそれ

ぞれ栄誉に輝きました。�

　本共進会が共進会シーズン

の始まりとなりますが、出品

者の皆様方には各共進会にて

優秀な成績を収めて頂きたい

と願っております。�

６月1日は 動車税の
納期限です

当
農
協
の
フ
レ

シ
ュ
ク
リ
ー
ム
が

要
の
逸
品
で
す

ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
は

ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
は

俺
た
ち

俺
た
ち
・・
私
た
ち
が
守

た
ち
が
守
る
Y

〜
自
然
の
番
人

シ
ー
ズ
ン
２

自
然
の
番
人

シ
ー
ズ
ン
２

ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
は

俺
た
ち
・
私
た
ち
が
守
る
Y

〜
自
然
の
番
人

シ
ー
ズ
ン
２

ゴ
ミ
拾
い
会
の
ご
案
内

　
昨
年
４
月
。
不
法
投
棄
の
鬼
退
治
と

い
う
こ
と
で
、
自
然
の
番
人
宣
言
を
し

た
根
室
管
内
の
各
市
町
村
に
あ
っ
て
、

Ｊ
Ａ
中
標
津
も
そ
の
協
力
に
あ
た
る
こ

と
を
決
め
、
Ｊ
Ａ
中
標
津
青
年
部
も
こ

の
協
力
に
賛
同
。
女
性
部
も
例
年
こ
の

時
期
に
奉
仕
活
動
と
し
て
ゴ
ミ
拾
い
を

行
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
21

年
５
月
13
日
に
、
昨
年
同
様
の
か
た
ち

を
と
り
つ
つ
、
Ｆ
Ｍ
は
な
さ
ん
の
協
力

も
借
り
て
、
趣
旨
に
賛
同
で
き
る
方
々
と
一
緒
に
ゴ
ミ
拾
い
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
す
。
�

　
ゴ
ミ
を
拾
う
場
所
は
昨
年
同
様
に
加
藤
石
材
さ
ん
、
も
り
た

セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
さ
ん
付
近
の
交
差
点
を
武
佐
方
面
と
川
北

方
面
に
向
か
う
往
復
道
路
と
し
ま
す
。
な
お
、
集
合
場
所
は
も

り
た
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
さ
ん
。
昨
年
の
反
省
か
ら
、
ト
イ
レ

も
も
り
た
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
さ
ん
の
を
お
借
り
で
き
る
よ
う

に
話
を
し
て
あ
り
ま
す
。
�

　
昨
年
の
参
加
者
か
ら
は
、
ゴ
ミ
拾
い
に
対
す
る
理
解
の
声
が

聞
か
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
あ
の
道
を
通
る
誰
か
が
捨
て
て
い

る
。
不
法
投
棄
は
量
に
か
か
わ
ら
ず
、
50
万
円
以
下
の
罰
金

に
な
り
ま
す
の
で
、
誰
が
見
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
よ
！
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
�

　
と
い
う
こ
と
で
、
町
内
奉
仕
活
動
と
し
て
賛
同
で
き
る
か
た

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
当
日
10
時
集
合
。
荒
天

中
止
と
し
ま
す
。
雨
天
の
場
合
で
も
集
合
ま
で
は
行
な
い
ま
す
。
�

　
み
ん
な
で
い
い
こ
と
し
て
牛
乳
で
乾
杯
し
ま
し
ょ
う
！
�

�
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味噌�

①大豆は、水で洗って一晩たっぷりの水
に浸す。水を吸った大豆は２倍強に膨
れ上がるので、余裕のある容器を使っ
て浸す。�

②大豆を鍋で、２時間目安に煮る。水は
大豆に対して、ひたひたよりも少し多
めにして沸騰させる。沸騰すると灰汁
が出てくるので取り除く。（※水がこぼ
れないように注意してください）�

③お塩と米糀を、よく混ぜ合わせておく。�
④大豆の硬さが親指と小指で、容易につ
ぶれるぐらいの柔らかさになったら、
ざるを使ってゆで汁を切る。�

⑤マッシャー（又はミキサー）を使い、
大豆を熱いうちに潰す。�

⑥人肌まで冷ました大豆と『③』の米糀
とお塩を大豆とよく混ぜる。その時に、
煮汁を少しずつ加え硬さを調節する。
よく混ぜたら、味噌玉をつくる。（ソフ
トボール位の大きさに丸めます）�

⑦『⑥』を味噌の容器に空気を抜くよう
に投げ入れ、表面を平らにし、ラップ
をかけ、塩蓋をします。�

　半年から１年涼しい場所で寝かせたら
出来上がり。�

●作り方�

●材料（３～４㎏分）
（４人家族で３ヶ月分の味噌）

Ｊ
Ａ
な
か
し
べ
つ
広
報
誌

２
０
０
９
年
５
月
号

■
発
行
／
中
標
津
町
農
業
協
同
組
合
　
　
　
　
　
■
〒
０
８
６
―
１
０
０
７
　
北
海
道
標
津
郡
中
標
津
町
東
７
条
南
２
丁
目
１
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
印
刷
／
雨
宮
印
刷
㈱
　
　
�

■
編
集
／
営
農
部
　
経
営
企
画
課
　
　
　
　
　
　
■
電
話
／
０
１
５
３
―
７
２
―
３
７
２
１
（
編
集
直
通
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）
５
月
１
日
発
行
　
　
■
通
巻
4
１
3
号
�

行事予定表

2009年４月

2009年５月

1
2
3
6
8

9
10
13

14
15
16
17

18
20

21
23
25
27
28

30

1
2
3
4
5
6
7

8

9
10
11

12

13

14

15
16
17
18
19

20
21

22
23

24
25

26
27
28

29

30

31

(水)�
(木)�
(金)�
(月)�
(水)�
�
(木)�
(金)�
(月)�
�
(火)�
(水)�
(木)�
(金)�
�
(土)�
(月)�
�
(火)�
(木)�
(土)�
(月)�
(火)�
�
(木)�
�
�
(金)�
(土)�
(日)�
(月)�
(火)�
(水)�
(木)�
�
(金)�
�
�
�
(土)�
(日)�
(月)�
�
(火)�
�
(水)�
�
(木)�
�
(金)�
(土)�
(日)�
(月)�
(火)�
�
(水)�
(木)�
�
(金)�
(土)�
�
(日)�
(月)�
�
(火)�
(水)�
(木)�
�
�
�
(金)�
�
(土)�
�
�
�
(日)

�

歓送迎会 19:00～、青年部 監査�
青年部 全道総会～3日�
女性部 第１回三役会�
中山間事業監査、青年部 新旧役員会�
加工部会 新旧合同会議、野菜栽培講習会�
グリーンクラブ全体会議�
馬鈴しょ栽培講習会、馬鈴しょ全体会議�
農協総合共進会・牛祭り全体会議、青年部 新旧役員会�
第１回営農委員会、女性部 青葉会加工体験交流会�
青年部 総会前日準備、タイヤ・オイル取りまとめ�
第１回生産委員会、青年部 通常総会�
第１回管理購買委員会、あるる企画会議�
中山間事業役員会�
第１回理事会、根室AI協会50周年記念祝賀会�
加工部会 第８回通常総会�
乳牛改良同志会審査講習会、加工部会第1回役員会�
決算監査、家族協定調印式�
根室和牛協議会創立総会�
決算監査～24日、熟年会春期研修旅行～25日�
ＪＡミソづくり会（クレエ）�
中標津Ｂ＆Ｗ、ミルクの里オープン�
アルーダ農機展～28日�
酪対役員会、馬事振興同志会役員会�
女性部フレミズ春の集い�
ＳＳミーティング�
�
�
�
�
憲法記念日　�
みどりの日　�
こどもの日　�
振替休日�
女性部 勉強会�
第１回地区酪対役員会�
第２回理事会�
企画会議(係長以上)�
ヘルパー会議�
春の園芸市�
春の園芸市�
�
農協酪対総会、乳検組合総会、中山間総会�
じゃがいも伯爵まつり&ふれあい広場実行委員会�
青年部地区会議・ホクレン意見交換会�
一斉ワクチン接種～15日�
女性部・青年部合同奉仕活動（ごみ拾い）�
加工部会 体験受入�
コントラクター研修�
加工部会 交流施設全館清掃�
管内担い手担当者会議�
熟年会報告会�
�
役職員視察研修～20日�
女性部ボウリング交流会�
一斉ワクチン接種�
�
女性部 第２回役員会�
職員・青年部 ボウリング交流会�
女性部フレミズ勉強会予定�
根室Ｂ＆Ｗ�
俣落地区牛祭り�
当幌地区牛祭り�
地区別懇談会 �
加工部会 第２回役員会�
地区別懇談会�
地区別懇談会 �
地区別懇談会 �
第２俣落地区牛祭り�
根室地区女性協フレミズ交流会�
青年部 地区スポーツ交流会�
地区別懇談会�
根室地区女性協ＯＧ会�
地区別懇談会 �
北海道Ｂ＆Ｗ～31日�
武佐地区牛祭り�
花の苗配り�

2007年冬のCMポスターより�

※評判の2007年版冬のCMポスターについて（財）中央酪農会議の許可をいただき掲載しています。

米糀�
大豆�
塩�

１㎏�
１㎏�
500ｇ�

P５で紹介した道産手づくり味噌作り会で
作った味噌の作り方です。

16




